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岡
際
純
一
折
宵
議
は
、
本
年
三
九
二
七
年
)
五
月
間
H

ダ
エ
ヰ

1
プ
仁
間
作
、
五
月
二
十
三
日
仁
終
了
を
告
げ
岡
際
総
務
曾
識
は
肝
界
大
戦
後
聞
か
れ
た
る
経
済
曾

た
の
で
あ
る
。
容
加
同
数
約
五
十
、
代
求
者
舷
約
二
百
織
の
中
で
肢
も
軍
要
な

ιも
の
、
一
仁
批
へ
ら
れ
て
ゐ

に
上
bd
・
混
市
明
昨
仰
に
児
る
大
規
模
の
同
際
作
識
で
ゐ
っ

7
0・
否
な
地
h
前
阿
賀
な
る
附
際
骨
H

織
な
旬
、
三
百
は
れ
て

た
o

一
ゐ
る
o

一
九
二

O
伊
に
閲
炉
れ
た
プ
ラ
ツ
セ
W

の
財
政

凶
際
総
術
作
議
以
、
そ
の
旭
原
を
一
九
二
五
年
九
月
一
命
日
議
は
戦
後
の
則
政
H
A
ぴ
剤
品
以
内
問
脳
全
論
じ
た
め
で

二
十
一
間

H
の
附
際
物
別
総
佐
川
仁
畿
し

τゐ
る
。
聯
畑
山
相
一
あ
る
が
、
断
俄
令
剛
川
町
四
仁
刷
る
べ
か
ら
十
ピ
の
制
限
を

曾
は
、
陛
削
介
の
平
和
Lr
確
立
せ
ん
が
縛
め
仁
、
あ
ら
ゆ
↑
受
り

τゐ
た
の
で
あ
る
o
更
に
ぜ
ノ
ア
合
議
内
聞
か
れ

る
手
段
を
誠
怯
士
[
て
ゐ
る
・
耐
L
て
純
締
上
の
一
小
一

f
u
際
は
湖
町
池
山
仰
凶
の
政
治
及
び
純
情
附
係
が
術
緊
張
せ

利
な
る
も
の
が
肌
界
山
平
和
セ
山
川
す
品
川
も
有
力
な
る
手
一

L
時
ピ
て
・
こ
れ
亦
充
分
の
成
果
を
収
め
得
な
か
っ
た

段
で
ゐ
る
事
念
総
出
た
の
で
ゐ
る
、
放
に
叫
w
h
世
外
山
一
の
で
め
る
。
然
る
に
A
1
や
欧
洲
大
臓
の
善
後
策
も
一
段

縦
滅
的
出
品
縫
合
妨
「
る
が
如
き
陣
容
め
ら
ば
、
共
制
質
一
帯
'f
告
げ
、
誌
に
閥
際
線
憐
曾
議
を
問
主
各
剛
氏
の
胞

を
明
か
じ

L
、
此
等
の
附
告
を
克
服
す
る
事
仁
よ
h
世
一
搬
な
き
却
を
附
〈
機
品
目
が
到
来
し
た
の
で
め
る
。
特
に

界
的
平
和
に
繭
い
す
る
も
の
を
除
か
ね
ば
な
ら
ぬ
端
正
一
器
削
正
瑞
西
ご
の
懸
案
が
剣
一
決
せ
ら
れ
、
露
一
附
代
表
が

な
る
o

同
際
純
情
作
品
川
な
る
も
の
は
、
聯
間
総
曲
目
ゆ
此
一
一
柳
盟
理
訓
品
目
の
机
待
を
受
け
合
議
仁
列
L
記
事
は
、
岡

柿
肺

ω表
現
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。
一
九
二
五
年
一
際
経
憐
命
日
議
を
一
層
仁
有
怠
義
な
ら
し
め
た
の
で
ゐ

の
第
六

M
聯
盟
総
留
の
決
議
に
基
=
、
先
づ
闘
際
純
済
一
品
。
か
〈
て
従
来
の
閥
際
品
目
端
叫
が
何
れ
い
も
円
前
に
迫
れ

合
議
山
準
備
役
員
命
"
が
組
側
せ
ら
れ
た
。
準
伽
委
員
品
目
一
る
難
問
姻
の
解
決
に
煩
は
き
れ
【
ゐ
た
の
仁
封
L
・
A
-

は
聯
盟
事
務
局
、
岡
際
陶
業
曾
縫
州
共
他
の
援
助
を
得
一
度
内
閥
際
純
棋
倒
品
開
議
は
世
界
総
務
川
前
訟
に
封
l
永
遠

1
準
備
金
挫
へ
、
遂
に
本
年
五
月
の
岡
際
総
出
制
命
日
議

ω
の
策
を
講
A
V

る
ご
一
式
ム
長
所
を
有

L
て
ゐ
る
の
で
ゐ

招

集

を

見

花

山

で

あ

る

。

品

。
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世主

剛
院
組
前
合
議

第
二
十
五
位
官

ゴL

都

枕

二九



雑

昌吉

園
際
組
蹄
脅
議

我
闘
が
国
際
経
済
合
識
に
代
表
を
涙
遺
し
た
関
係
上
、

曾
識
の
模
様
其
他
に
つ
き
我
闘
に
は
可
な
b
詳
刺
な
る

報
道
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
o

裁
に
は
重
加
盟
を
避
り
、
専

ら
随
際
絞
橋
曾
議
の
開
催
を
必
要
己
す
る
に
至
っ
た
世

界
脳
協
仰
の
賦
勢
吉
岡
際
経
糖
曾
議
山
中
心
胆
目
た
る
関

税
問
題
ご
に
つ
き
、
聯
盟
事
務
局
の
調
査
し
た
る
数
字

的
材
料
を
紹
分
L
た
い
。
此
等
の
参
考
材
料
以
、
事
務

局
が
世
界
各
闘
の
商
工
業
園
鶴
及
び
専
門
家
よ
h
蒐
集

し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
世
界
経
済
の
真
相
を
知
る
潟

め
じ
は
、
未
ザ
ド
仲
甘
て
胤
官
表
せ
ら
れ
Y
る
詳
細
に
し
て
且

つ
正
確
な
る
報
告
な
り
三
百
は
れ
て
ゐ
る
。
材
料
及
び

北
(
註
解
は
、
殆
ん
ど
四
月
三
十
日
、
五
月
二
十
人
目
、

六
月
十
一
日
開

5
5自
由
民
誌
及
び
其
附
録
何

B
E
E
-の

の
c
p
p
H
2
2
印

Z
E】
一
命
日
自
門
に
よ
っ
犯
の
で
あ
る
o

←一一一

一一

先
づ
第
一
に
、
図
際
経
済
曾
哉
の
招
集
を
必
要
正
す

る
に
至
つ
允
世
界
経
済
の
事
情
を
明
か
に
す
る
。

世
界
の
盤
、
併
は
世
界
大
戦
を
中
心
ご
し
て
異
常
な
る

鴨
回
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
世
界
大
戦
開
始
前
郎
ち
一

、
九
二
二
年
E

一
昨
年
印
ち
一
九
二
五
年
ピ
仁
っ
き
ト
世

第
二
十
五
巻

九
四

第
三
貌

四
O 

界
の
物
資
正
人
口
ご
の
割
合
に
関
す
る
興
味
あ
る
数
字

が
後
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
九
二
五
年
の
世
界
の
人
口

は
一
九
一
三
年
に
比
し
五

μ
大
で
あ
る
。
然
る
仁
食
料

品
原
料
品
の
生
産
額
は
其
期
間
に
一
六
乃
至
一
入
%
増

加
し
て
ゐ
る
。
故
に
世
界
全
世
ご
し
て
考
ふ
れ
は
、
凡

τの
物
資
の
生
産
さ
消
費
ご
は
、
其
金
額
に
於
て
も
叉

世
界
人
口
一
入
賞
・
り
に
於
て
も
、
械
前
よ
り
大
な
る
べ

き
答
で
あ
る
、
然
る
に
事
貨
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の

食
料
品
及
び
原
料
品
の
増
大
な
る
も
の
は
、
何
等
闘
際

貿
易
の
増
加
を
来
た
し
て
ゐ
な
い
。
却
も
一
九
二
五
年

に
於
り
る
世
界
の
貿
易
額
は
世
界
戦
争
以
前
に
比
し
て

僅
か
に
五
叫
刊
を
増
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
め
る
o

閥
際
経

済
曾
議
は
岡
際
貿
易
の
不
振
を
ば
、
食
料
品
原
料
品
の

増
加
が
一
地
方
に
偏
在
し
て
ゐ
る
事
に
蹄
し
て
ゐ
る
。

而
L
て
欧
洲
は
恰
も
食
料
品
原
料
品
の
晴
加
の
悶
外
仁

置
か
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る
。

戦
前
戦
後
の
欧
洲
を
比
較
す
る
に
、
人
口
の
増
加
割

合
が
一

μ
な
る
に
釘
し

τ図
際
貿
易
額
は
逆
に
入
九

μ

に
減
少
し
て
ゐ
る
。
失
業
者
の
増
加
、
重
税
の
負
据

ω

数
字
は
、
如
何
に
戦
後
の
欧
洲
が
恵
ま
れ
43
る

T
e物

・・・ e 、



語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
欧
洲
経
済
界
の
悪
化
は
之
が

原
因
を
二
つ
の
方
面
に
求
め
る
事
が
出
来
る
。
一
は
世

界
大
戦
に
よ
る
欧
洲
モ
れ
自
身
の
破
壊
で
あ
っ
て
、
他

は
米
国
、
日
本
其
他
の
新
進
工
業
園
が
世
界
経
済
に
進

出
し
て
来
記
事
で
ゐ
品
。
か
〈
て
、
欧
洲
は
原
料
口
仰
を

輪
入
し
精
製
品
を
輪
出
す
る
も
の
な
h
J
E
の
原
則
は
、

欧
洲
そ
れ
白
植
の
闘
争
ピ
新
興
勢
カ
の
接
国
ご
に
よ
り

破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
品
加
し
敵
洲
組
勝
田
抑
の
不
秩
序
は

欧
州
刑
ピ
一
式
ふ
大
な
る
購
買
力
を
減
少
せ
し
む
る
事
E
な

る
が
故
に
機

τ世
界
の
他
の
部
分
の
損
失
言
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
に
従
っ
て
欧
洲
経
済
界
の
悪
化
は
印
も
世
界

経
済
会
簡
の
憂
ふ
べ
き
問
題
ご
な
る
ご
云
ふ
の
が
国
際

綴
済
合
議
の
解
蒋
で
あ
る
o

欧
洲
経
済
界
の
不
安
蚊
態
は
各
稲
の
重
要
工
業
に
つ

い
て
之
を
見
る
事
が
出
来
る
。
共
代
表
的
の
も
の
ご
し

τ事
務
局
は
石
炭
、
鎖
倒
、
遺
船
、
昨
棚
、
機
械
工
業
、

化
問
中
工
業
を
血
中
げ
て
ゐ
る
が
、
悲
仁
は
我
凶
に
閲
係
傑

き
も
の
ピ

L
て
特
に
棉
ピ
造
船
ご
の
数
半
を
掲
げ
る
事

Z
す
る
。
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Z
を
調
照
す
る
時
は
興
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あ
る
事

貨
を
畿
見
す
る
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ゐ
る
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世
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不
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官同・
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の
様
な
工
業
も
ゐ
る
、
叉
棉
工
業
の
如
〈
或
碕
の
闘
に

於

τは
異
常
の
後
遺
を
遂
げ
た
る
に
拘
ら
や
、
欧
洲
の

或
部
分
に
於

τは
萎
微
正
し
て
振
は
な
い
も
の
が
あ

る
o

か
〈
の
如
き
傑
済
放
践
を
背
是
正
し
、
こ
れ
が
救

済
の
道
を
議
官
ん
Z
し
て
園
際
経
済
曾
議
が
俊
せ
ら
れ

た
の
で
ゐ
る
。

---
次
じ
闘
際
純
晴
樹
曾
議
の
重
要
題
目
た
る
閥
税
問
題
に

移
る
。
前
項
に
謹
べ
た
世
界
経
済
の
不
安
特
に
欧
洲
経

済
の
不
振
は
、
各
園
の
閥
税
戦
害
が
蛾
烈
ご
な
っ
て
ゐ

る
結
呆
で
あ
る
正
、
闘
際
経
済
曾
議
は
断
定
し
た
の
で

あ
る
。戦

後
の
混
乱
し
た
る
欧
洲
の
経
梼
界
を
救
済
す
る
篤

め
仁
は
稀
々
の
段
階
の
努
力
が
抑
は
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
第
一
は
貨
幣
償
値
の
下
落
及
び
財
政
の
索
飢
を
防

「
事
で
あ
っ
た
。
か
の
プ
フ
ッ
セ
戸
財
政
曾
議
の
嘗
時

の
如
き
バ
ラ
V

ス
の

Z
れ
た
珠
算
を
立
て
、
ぬ
る
園
は

欧
洲
に
僅
か
四
グ
困
Z
云
ふ
気
の
毒
な
有
様
で
あ
っ
花

が
、
今
日
で
は
面
目
を
一
新
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
の

障
害
た
る
資
金
の
欠
乏
は
中
欧
諸
国
に
著
し
い
現
象
で

第
-
一
十
五
巻

九
七

第

揖

四
ニ

、
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綿

園
際
組
掛
曾
議

品

←一一一一

あ
っ
た
が
、
-
-
れ
叉
救
済
せ
ら
れ
、
近
来
に
於
け
る
利

子
の
低
下
は
此
方
.
函
の
改
善
を
示
L
て
ゐ
る
の
で
あ

る
o

第
一
二
は
貿
易
上
の
障
害
で
ゐ
る
o

大
戦
終
了
直
後

は
極
め

t
露
骨
な
貿
易
政
策
が
行
は
れ
貿
易
禁
制
品
、

兎
許
制
度
な
ど
が
其
代
表
的
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
亦
時

ω経
過
言
共
に
消
失
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

そ
れ
に
代
っ
て
起
っ
た
の
は
関
税
戦
守
で
ゐ
る
o

結
局

貿
易
上
の
障
害
の
第
三
の
も
の
卸
も
関
税
戦
守
た
る
最

後
の
障
害
を
除
く
耕
が
、
世
界
の
卒
和
を
は
か
る
重
要

手
段
な
り
ご
一
五
ム
結
論
に
達
し
た
評
で
ゐ
る
。

開
枕
が
貿
易
に
及
ぼ
す
障
害
に
閲
し
て
は
大
韓
三
つ

の
事
質
を
血
中
げ
て
ゐ
る
。
一
は
閥
枕
々
卒
が
一
一
向
い
I

事

正
、
ニ
は
関
税
の
税
率
の
定
的
方
が
複
雑
を
極
め

τゐ

る
事
ご
、
三
は
関
税
々
率
が
勤
務
お
な
〈
世
田
事
者
に

不
安
の
念
を
抱
か
し
む
ろ
事
ど
の
三
つ
が
こ
れ
で
あ

る。
関
税
-q
卒
が
高
い
己
か
低
い
ご
か
は
日
常
曾
話
に
上

る
田
川
で
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
開
枕
々
寧
の
高
低
を
如
何
に

Lτ
数
字
的
に
表
現
す
る
か
ご
な
る
ご
、
行
き
詰
ま
ら

5
る
を
待
な
い
の
で
あ
る
。
関
税
々
率
の
高
低
を
一
不
す

第
三
十
五
巷

1 
ノL

第

鵠

四
回

最
も
節
盟
・
な
る
方
法
正
し

τ、
関
税
収
入
が
貿
易
額
じ

占
む
る
割
合
を
算
定
す
る
人
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
筒

一
な
間
違
で
あ
る
。
も
し
此
数
字
が
正

L
け
れ
ば
英
国
の

一
関
税
々
卒
は
働
闘
の
三
倍
以
上
に
上
h
J
、
真
に
獅
逸
、

↑
加
来
陀
は
米
闘
よ
b
も
高
山
午
の
閥
枕
を
課
し
て
ゐ
る
正

一
云
ム
様
な
結
論
仁
蓬
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
ふ
に
、
保
護

関
税
な
る
も
の
は
、
そ
の
枚
入
が
零
ピ
な
る
時
に
初
め

τ某
目
的
を
遥

L
た
誇
で
あ
る
。
従
っ
て
閥
税
々
率
が

重
〈
な
h
其
結
果
総
入
を
防
越
し
得
れ
ば

L
得
る
桂
、

関
税
枚
入
が
貿
易
額
に
占
U
る
割
合
が
減
少
す
る
ピ
云

ふ
矛
盾
の
結
果
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
の
弊
害
に
顧

み
、
図
際
聯
盟
で
は
極
め
て
骨
の
折
れ
た
計
算
方
法
を

ご
っ
て
闘
税
税
率
を
算
定
し
て
ゐ
る
。
そ
の
一
は
岡
際

貿
易
の
上
で
重
要
な
る
貨
物
七
十
人
を
捕
へ
、
そ
の
輸

入
統
計
に
つ
き
闘
税
々
率
を
平
均
す
る
方
法
で
あ
る
。

そ
の
ニ
は
二
百
七
十
八
の
貨
物
に
つ
き
、
そ
の
重
要
輪

出
闘
の
輸
出
債
格
を
標
準
正
し
闘
税
を
算
定
す
る
の
で

あ
る
。
第
二
の
方
法
に
よ
ち
計
算
L
、
岡
際
聯
盟
で

は
、
次
の
関
税
々
一
率
を
得
た
の
で
あ
品
。

体』 、
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凡

で
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界
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国
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見
る
ご
、
凡
て
の
貨
物
及
び
特
に
精
製
品

に
於

τ関
税
税
率
が
戦
前
言
戦
後
に
如
何
に
鎚
化

L
て
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雑

録

同
際
組
済
合
議

E日

ゐ
る
か
が
明
炉
-
ぜ
に
な
る
の
で
ゐ
品
。
精
製
品
に
於
て
閥

税
税
率
が
盆
々
重
く
な
っ

τゐ
る
事
、
こ
れ
が
欧
洲
経

務
界
の
復
活
を
妨

reQ重
大
な
る
障
害
で
あ
る
o
関
税

税
率
の
高
い
事
は
、
そ
の
複
雑
な
る
事
ご
そ
の
麓
化
常

な
き
事
己
相
結
ん
で
、
各
欄
経
済
界
に
超
ゆ
べ
か
ら
古

る
障
壁
を
設
け
て
ゐ
る
。
岡
際
経
済
曾
議
が
、
専
ら
こ

の
問
題
に
議
論
を
集
中
し
た
の
は
理
由
ゐ
る
事
で
あ

又
UWO

一一 →一一一一一一ー一五同点 E 三 両 三 百 己 コ ロ 亘 " ' - 石;，L;

関
税
的
問
題
に
闘
し
て
は
保
護
貿
易
主
義
に
よ
る
ぺ

き
か
又
は
自
由
貿
易
主
義
セ
奉
宇
ぺ
き
か
の
原
則
的
の

問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
・
然
し
閥
際
経

済
合
議
に
て
此
議
論
を
そ
れ
迄
は
推
し
及
ぼ
さ
な
か
っ

た
。
只
こ
の
関
税
の
大
障
害
に
艶
L
何
等
か
の
緩
和
手

段
に
訴
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
ピ
云
ふ
一
貼
に
至
つ

τは
、
各

代
表
の
意
見
の
一
致
す
る
所
で
あ
っ
た
。

回

以
上
、
園
際
経
済
舎
議
の
中
心
問
題
に
つ
き
一
瞥
を

加
へ
た
の
で
あ
る
。

惑
に
注
意
す
ぺ
き
は
・
周
際
経
済
曾
議
に
列
席
し
た

人
々
は
各
国
政
府
よ
ち
選
ば
れ
た
の
で
ゐ
る
が
、
然
し

毛

第
二
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雑

録

間

際

経

済

曾

議

一一

決
し
て
各
岡
政
府
内
代
表
で
な
い

4
で
あ
る
‘
従
っ

τ

同
問
際
経
梼
曾
議

μ
代
表
的
政
府
に
劃
[
何
等
の
拘
束
カ

を
も
有
L
T
ゐ
な
い
ー
の
で
あ
る
。
此
馳
は
一
方
国
際
経

傍
曾
議

ω侠
鈷
で
ゐ
る
が
、
同
時
に
叉
一
つ
の
特
色
を

な
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
各
闘
の
代
表
は
政
府
り
意
見
に
捕

へ
ら
晶
、
事
な
〈
白
岡
山
立
場
よ
り
L
て
勝
手
な
意
見

を
陳
述
す
る
を
得
、
従
っ
て
各
闘
の
輿
論
た
る
も
の
が

果
し
て
那
逃
に
存
す
る
か
を
明
か
に
す
る
事
が
出
来
た

か
ら
で
あ
る
。
真
に
叉
拘
束
力
無
言
鮎
で
あ
る
が
、
-
』

れ
を
以
て
直
も
仁
国
際
総
務
曾
議
を
腕
現
す
る
理
由
正

す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
か
の
七
年
前
に
聞
か

れ
た
プ
ラ
ッ
セ
U
F

合
誌
な
る
も
の
は
陳
腐
に
し
て
且
つ

窓
想
を
設
〈
曾
合
に
過
ぎ
中
正
し
て
噺
笑
せ
ら
れ
て
ゐ

花
。
然
る
に
、
英
後
の
通
貨
り
整
理
及
び
財
政
的
改
革

な
る
も
の
は
、
会
(
こ
の
期
政
曾
議

ω定
め
た
軌
道
を

辿
っ
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
形
式
的
拘
束
力

を
有
せ

5
る
事
は
、
決

L
て
困
際
経
糖
曾
議
の
賞
質
的

功
績
舎
泣
す
る
事
己
な
ら
な
hv
の
で
あ
る
。
茸
(
後
間
?

。
E
E
E
誌
の
報
宇
る
所
を
見
る
に
、
濁
逸
を
始
め
ご

し
欧
洲
の
諸
闘
が
、
闘
際
経
済
曾
哉
の
決
議
せ
し
糊
告

第
二
十
五
容

三

0
0

第

焼

一
回
大

を
し
て
意
義
あ
ら
し
め
ん
芭
折
角
努
力
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
o

か
〈

Lτ
、
悶
際
餓
済
曾
議
は
一
事
賃
上
に
於

τ

或
楠
の
拘
束
力
を
有
可
る
事
正
な
る
で
ゐ
ら
う
。

只
問
題
ぜ
な
る
の
は
、
岡
際
経
済
曾
議
な
る
粛
汎
な

る
名
裕
正
此
曾
議
の
内
容
正
が
必
す
し
も
一
致
し
な
い

事
で
あ
る
。
国
際
経
済
曾
議
ご
一
五
へ
ば
‘
荷
も
岡
際
経

済
に
闘
す
る
限
h
如
何
な
る
問
題
を
も
提
出
す
ぺ
〈
如

何
な
る
問
題
を
も
討
議
す
べ
き
で
あ
る
。
然
L
凡
て
的

合
議
は
大
般
に
於
て
始
め
に
預
想
せ
ら
れ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
導
か
れ
て
行
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
図
際
総

務
曾
議
も
其
例
に
椀
れ
な
い
の
で
あ
る
。
巳
に
繰
り
返

へ
L
た
る
が
如
〈
、
準
的
委
員
曾
は
聯
盟
事
務
局
を

L

て
欧
洲
経
済
界
復
興
特
に
閥
我
の
防
壁

ω材
料
を
蒐
集

せ
L
め
、
ぞ
の
方
向
に
於
て
曾
議
を
準
備
し
た
の
で
ゐ

る
。
従
っ
て
図
際
縦
済
曾
議
正
一
五
ふ
も
、
凡

τが
欧
洲

本
位
に
組
み
立
て
ら
れ
問
題
の
童
心
が
殆
ん
庁
関
税
問

題
に
終
始
L
た
の
は
賞
然
の
事
で
あ
ら
う
。
我
国
に
於

て
此
曾
議
に
依
b
多
大
の
期
待
を
持
も
過
ぎ
た
る
反
動

Z
L
て
ぞ
の
決
議
す
る
所
を
誠
ん
で
失
望
す
る
論
者
り

あ
る
の
合
見
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
曾
議
の
罪
で

な
〈

L
て
、
宜
Tλ

、
過
重
し
た
る
人
の
罪
で
あ
ら
う
己

思
ふ
の
で
あ
る
。

男、. >..-


